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 東芝バイポーラ形リニア集積回路 シリコン モノリシック 

TA7291P,TA7291S/SG,TA7291F/FG 
 
DCモータ用フルブリッジドライバ 
(正・逆切り替えドライバ) 
 
 

TA7291P/S/SG/F/FGは、正・逆転切り替え用としてブリッジドラ
イバで正転・逆転・ストップ・ブレーキの 4 モードがコントロール
できます。 
出力電流は、1.0A (AVE.) および 2.0A (PEAK) (TA7291P) 、0.4 A 

(AVE.) および 1.2A (PEAK) (TA7291S/F) を取り出せます。特に
VTRのフロントローディング・テープローデイング・キャプスタン・
リール用として最適な回路構成であり、出力側と制御側の二系統電

源端子かつ出力側にはモータ電圧を制御できる Vref 端子を持ってお
り、モータへの印加電圧調整ができます。また入力電流が少なく

CMOSとの直結が可能です。 
 

特  長 
 動作電源電圧範囲 : VCC (opr) = 4.5～20 V 

 : VS (opr) = 0～20 V 
 : Vref (opr) = 0～20 V 
 * VCC、VSはどのような大小条件でも誤 
 動作しません。 
 ただし、Vref≦VSとなるように使用して 
 ください。 

      * VSは 0Vからですが、内部ロス(Vsat)を    
      考えた電圧を印加しませんと、負荷は駆動     

できません。 

 出力電流 : Pタイプ 1.0 A (AVE.) 2.0 A (PEAK) 
  S/Fタイプ 0.4 A (AVE.)1.2 A (PEAK) 

 熱しゃ断回路内蔵、出力端子プロテクタ回路内蔵 
 逆起電力吸収用ダイオード内蔵 
 入力ヒステリシス回路内蔵 
 スタンバイ回路内蔵 

 

 
 TA7291P 

 TA7291S/SG 

 TA7291F/FG 

 
質量 
HSIP10-P-2.54 : 2.47 g (標準) 
SIP9-P-2.54A : 0.92 g (標準) 
HSOP16-P-300-1.00 : 0.50 g (標準) 

TA7291Pは、Sn メッキ品(内部に鉛使用)です。 
TA7291SG/FGは、鉛フリー製品です。 
＜はんだ付け性について＞ 
(1)はんだ槽（Sn-37Pb半田槽）の場合 
 はんだ温度 230℃、浸漬時間５秒間１回、Ｒタイプ フラックス使用 
(2)はんだ槽（Sn-3.0Ag-0.5Cu半田槽）の場合 
 はんだ温度 245℃、浸漬時間５秒間１回、Ｒタイプ フラックス使用 
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ブロック図 

 
 

端子説明 

端子番号 
端子記号 

P S/SG F/FG 
端 子 説 明 

VCC 7 2 11 ロジック側電源端子 

VS 8 6 15 出力側電源端子 

Vref 4 8 5 制御電源端子 

GND 1 5 1 GND 

IN1 5 9 7 入力端子 

IN2 6 1 9 入力端子 

OUT1 2 7 4 出力端子 

OUT2 10 3 13 出力端子 

Pタイプ : ③⑨ピンは NC端子 
S/SGタイプ : ④ピンは NC端子 
F/FGタイプ : ②③⑥⑧⑩⑫⑭⑯ピンは NC端子 
なお Fタイプの FINは、GNDにショートすることを推奨します。 

 

TA7291P/S/SG/F/FG 
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ファンクション 

入 力 出 力 

IN1 IN2 OUT1 OUT2 
モード 

0 0 ∞ ∞ ストップ 

1 0 H L CW / CCW 

0 1 L H CCW / CW 

1 1 L L ブレーキ 

∞: ハイインピーダンス 

注: 入力は“H”アクティブ 
 

絶対最大定格 (Ta = 25℃) 

項 目 記 号 定 格 単位 

ロ ジ ッ ク 側 電 源 電 圧 VCC 25 V 

出 力 側 電 源 電 圧 VS 25 V 

制 御 電 源 電 圧 Vref 25 V 

P タ イ プ 2.0 
PEAK 

S/F タ イ プ 
IO (PEAK) 

1.2 

Pタ イ プ 1.0 
出力電流 

AVE. 
S/F タ イ プ 

IO (AVE.) 
0.4 

A 

Pタ イ プ 12.5      (注 1)

Sタ イ プ 0.95      (注 2)許 容 損 失 

Fタ イ プ 

PD 

1.4      (注 3)

W 

動 作 温 度 Topr −30～75 ℃ 

保 存 温 度 Tstg −55～150 ℃ 

注 1: Tc = 25℃ 

注 2: IC単体 

注 3: 基板実装時 (PCB面積 60×30×1.6mm 銅箔面積 50%以上) 

動作電源電圧範囲: VCC (opr) = 4.5～20 V 
VS (opr) = 0～20 V 
Vref (opr) = 0～20 V 
Vref≦VS 
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電気的特性 (Ta = 25°C、VCC = 12 V、VS = 18 V) 

項 目 記 号 
測定

回路
測 定 条 件 最小 標準 最大 単位

ICC1 出力 OFF CW/CCW モード ― 8.0 13.0 mA 

ICC2 出力 OFF ストップモード ― 0 50 μA 電 源 電 流 

ICC3 

1 

出力 OFF ブレーキモード ― 6.5 10.0 mA 

1 ( H i g h ) VIN1 3.5 ― 5.5 
入 力 電 圧 

2 ( L o w ) VIN2 
Tj = 25°C 

GND ― 0.8 
V 

入 力 電 流 IIN シンク VIN = 3.5V ― 3 10 μA 

入 力 ヒ ス テ リ シ ス 幅 ΔVT 

2 

― ― 0.7 ― V 

上 VSAT U-1 
Vref = VS 出力-VS間 
IO = 0.2 A CW/CCWモード ― 0.9 1.2 

P / S / F 
タ イ プ 

下 VSAT L-1 
Vref = VS 出力-GND間 
IO = 0.2 A CW/CCWモード ― 0.8 1.2 

上 VSAT U-2 
Vref = VS 出力-VS間 
IO = 0.4 A CW/CCWモード ― 1.0 1.35 

S  /  F 
タ イ プ 

下 VSAT L-2 
Vref = VS 出力-GND間 
IO = 0.4 A CW/CCWモード ― 0.9 1.35 

上 VSAT U-3 
Vref = VS 出力-VS間 
IO = 1.0 A  CW/CCWモード ― 1.3 1.8 

出 力 飽 和 
電 圧 

P タイプ 

下 VSAT L-3 

3 

Vref = VS 出力-GND間 
IO = 1.0 A CW/CCWモード ― 1.2 1.85 

V 

VSAT U-1’ 
Vref : 10 V 出力-GND間 
IO = 0.2 A CW/CCWモード ― 11.2 ― 

S / F タ イ プ 

VSAT U-2’ 
Vref : 10 V 出力-GND間 
IO = 0.4 A CW / CCWモード 10.4 10.9 12.2 

VSAT U-3’ 
Vref : 10 V 出力-GND間 
IO = 0.5 A CW/CCWモード ― 11.0 ― 

上 側 残 り 
電 圧 

P タ イ プ 

VSAT U-4’ 

3 

Vref : 10 V 出力-GND間 
IO = 1.0 A CW/CCWモード 10.2 10.7 12.0 

V 

上 IL U VL = 25 V ― ― 50 出 力 ト ラ ン ジ ス タ 
リ ー ク 電 流 下 IL L 

4 
VL = 25 V ― ― 50 

μA 

S/Fタイプ 上 VF U-1 IF = 0.4 A ― 1.5 ― 

P タイプ 下 VF U-2 IF = 1 A ― 2.5 ― 

S/Fタイプ 上 VF L-1 IF = 0.4 A ― 0.9 ― 

ダイオード 
フォワード 
電 圧 

P タイプ 下 VF L-2 

5 

IF = 1 A ― 1.2 ― 

V 

制 御 電 源 電 流 Iref 2 Vref = 10 V, ソースタイプ ― 20 40 μA 
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測定回路 1. 
 

ICC1、ICC2、ICC3 

 

測定回路 2. 
 

VIN1、VIN2、IIN、ΔVT、Iref 

 
 

TA7291P/S/SG/F/FG

TA7291P/S/SG/F/FG

TA7291P/S/SG/F/FG

TA7291F/FGの FINは GNDショート 

TA7291F/FGの FINは GNDショート 
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測定回路 3. 

VSAT U-1、2、3 VSAT L-1、2、3 VSAT U-1’、2’、3’、4’ 

(注) : RLは IOUT=0.2A / 0.4A / 0.5A / 1.0A に設定 
 

測定回路 4. 

ILU、L 

 

測定回路 5. 

VF U-1、2 VF L-1、2 

TA7291P/S/SG/F/FG

TA7291F/FGの FINは GNDショート 

TA7291F/FGの FINは GNDショート 

TA7291P/S/SG/F/FG

TA7291P/S/SG/F/FG 

TA7291P/S/SG/F/FG 
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TA7291S/SG TA7291S/SG 

TA7291F/FG TA7291F/FG 
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TA7291F/FGのFINは
GNDショート TA7291F/FGのFINは

GNDショート 
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使用上の注意 

電源入力について 
電源投入時、VCCを印加した後に VSを印加してください (あるいは VCCと VSを同時に)。また電源立ち下げ時

は、最初に VSを、その後に VCCを立ち下げてください (あるいは VSと VCCを同時に)。 
 
入力回路 
入力回路は右図のように、“H”アクティブとなっ

ています。 
規定の VIN (H) 以上の電圧が印加されればロジック

“H”となり、VIN (L) 以下の電圧あるいはグランドさ
れれば、ロジック“L”となります。 
なお、ロジック“H”のときは、入力電流 IIN が入

力に流れ込みますので、前段の出力インピーダンスに

注意してください。 
入力ヒステリシスは、0.7 V (typ.) となっております。 
電源 (VCC) 投入時は、入力 (IN1、IN2) は共に“L”

としてください。 
 
 
 
 

出力段回路図 

出力“H”電圧について 
 Vref 電圧による動作 

Vref に印加した電圧は、Vref 回路によって 2VBE 
(小信号) 高い電圧が、Q2 (パーワートランジスタ) の
ベース A に印加され、これより VBE (Q2)低い電圧が、
VOUT (H) 電圧として出力されます。 

VOUT=Vref+2VBE－VBE (Q2) ≒Vref+0.7V 
 Vref 端子について 
使用しないときはオープンとせず、保護抵抗  

(3 kΩ 以上) を介して VS端子に接続してください。
発振などを起こす場合があります。 
また、Vref≦VSとなるように使用してください。 

 
 
 
 
 
 

保護機能について 

過電流保護回路 
上側パーワートランジスタに流れる電流を検出し、設定電流 (約 2.5 A) を超えると出力をすべて OFFします。 
ただし、すべての過電流を制限するものではなく、出力の短絡時や地絡時では回路が動作する前に ICが破壊する

ことがありますので、電源 (VS) ラインに抵抗あるいはヒューズの接続をお願いします (応用回路例を参照)。 
 

熱しゃ断回路 
チップ温度が設定温度 (約 170°C) を超えると、出力を OFFします。 

TA7291P/S/SG/F/FG 

TA7291P/S/SG/F/FG 
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応用回路例 

 
 

注 1: コンデンサの容量値は、実験により最適値を選択してください。 

注 2: 過電流保護のため、電流制限抵抗 R1を入れてください。 

注 3: VS = Vrefで使用する場合、Vref端子のサージ保護として抵抗 R2 (3 kΩ以上) を入れてください。 
注 4: 出力間ショート出力の天絡、地絡、隣接ピンショート時に IC の破壊の恐れがありますので、VCC，VM，GND，ライン

の設計は十分注意してください。 

 
 

応用上の注意点 
 入力を切り替えたときに貫通電流が流れます。入力切り替え時 (正転⇔逆転、正転/逆転⇔ブレーキ) に STOPモード 

(約 100 µs) を入れてください。 
 電源の投入時や OFF時には、ICのファンクションは保証できません。応用上問題ないことを確認の上ご使用くださ
い。 

 
 
 
 

TA7291P/S/SG/F/FG

TA7291P/S/SG/F/FG 
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外形図 

 
 
質量: 2.47 g (標準) 
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外形図 

 
 
質量: 0.92 g (標準) 
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外形図 

 
 
質量: 0.50 g (標準) 
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記載内容の留意点 

1. ブロック図 
ブロック図内の機能ブロック/回路/定数などは、機能を説明するため、一部省略・簡略化している場合がありま
す。 

 
2. 等価回路 

等価回路は、回路を説明するため、一部省略・簡略化している場合があります。 
 

3. タイミングチャート 
タイミングチャートは機能･動作を説明するため、単純化している場合があります。 

 
4. 応用回路例 

応用回路例は、参考例であり、量産設計に際しては、十分な評価を行ってください。 
また、工業所有権の使用の許諾を行うものではありません。 

 
5. 測定回路図 

測定回路内の部品は、特性確認のために使用しているものであり、応用機器の誤動作や故障が発生しないことを

保証するものではありません。 
 

使用上のご注意およびお願い事項 

使用上の注意事項 
(1) 絶対最大定格は複数の定格の、どの一つの値も瞬時たりとも超えてはならない規格です。 

複数の定格のいずれに対しても超えることができません。 
絶対最大定格を超えると破壊、損傷および劣化の原因となり、破裂・燃焼による傷害を負うことがありま

す。 
 

(2) 過電流の発生や ICの故障の場合に大電流が流れ続けないように、適切な電源ヒューズを使用してください。
ICは絶対最大定格を超えた使い方、誤った配線、および配線や負荷から誘起される異常パルスノイズなど
が原因で破壊することがあり、この結果、ICに大電流が流れ続けることで、発煙・発火に至ることがあり
ます。破壊における大電流の流出入を想定し、影響を最小限にするため、ヒューズの容量や溶断時間、挿

入回路位置などの適切な設定が必要となります。 
 

(3) モータの駆動など、コイルのような誘導性負荷がある場合、ON時の突入電流や OFF時の逆起電力による
負極性の電流に起因するデバイスの誤動作あるいは破壊を防止するための保護回路を接続してください。

ICが破壊した場合、傷害を負ったり発煙・発火に至ることがあります。 
保護機能が内蔵されている ICには、安定した電源を使用してください。電源が不安定な場合、保護機能が
動作せず、IC が破壊することがあります。IC の破壊により、傷害を負ったり発煙・発火に至ることがあ
ります。 

 
(4) デバイスの逆差し、差し違い、または電源のプラスとマイナスの逆接続はしないでください。電流や消費

電力が絶対最大定格を超え、破壊、損傷および劣化の原因になるだけでなく、破裂・燃焼により傷害を負

うことがあります。なお、逆差しおよび差し違いのままで通電したデバイスは使用しないでください。 
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使用上の留意点 
(1) 過電流保護回路 

過電流制限回路 (通常: カレントリミッタ回路) はどのような場合でも ICを保護するわけではありません。
動作後は、速やかに過電流状態を解除するようお願いします。 
絶対最大定格を超えた場合など、ご使用方法や状況により、過電流制限回路が正常に動作しなかったり、

動作する前に ICが破壊したりすることがあります。また、動作後、長時間過電流が流れ続けた場合、ご使
用方法や状況によっては、ICが発熱などにより破壊することがあります。 

 
(2) 熱遮断回路 

熱遮断回路 (通常: サーマルシャットダウン回路) は、どのような場合でも IC を保護するわけではありま
せん。動作後は、速やかに発熱状態を解除するようお願いします。 
絶対最大定格を超えて使用した場合など、ご使用法や状況により、熱遮断回路が正常に動作しなかったり、

動作する前に ICが破壊したりすることがあります。 
 

(3) 放熱設計 
パワーアンプ、レギュレータ、ドライバなどの、大電流が流出入する ICの使用に際しては、適切な放熱を
行い、規定接合温度 (Tj) 以下になるように設計してください。これらの IC は通常使用時においても、自
己発熱をします。IC放熱設計が不十分な場合、ICの寿命の低下・特性劣化・破壊が発生することがありま
す。 
また、ICの発熱に伴い、周辺に使用されている部品への影響も考慮して設計してください。 

 
(4) 逆起電力 

モータを逆転やストップ、急減速を行った場合に、モータの逆起電力の影響でモータからモータ側電源へ

電流が流れ込みますので、電源の Sink 能力が小さい場合、IC のモータ側電源端子、出力端子が定格以上
に上昇する恐れがあります。 
逆起電力によりモータ側電源端子、出力端子が定格電圧を超えないように設計してください。 
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